
●特集１／南部町成人式 

●特集２／みなさんの健康と医療を守る国保 

●南部町若者向け住宅入居者を募集します　　ほか 

今月の主な内容 
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この道を歩こう！ 
～ありがとうを胸に～ 南部町成人式 この道を歩こう！ ～ありがとうを胸に～ 南部町成人式 この道を歩こう！ ～ありがとうを胸に～ 南部町成人式 

　
１
月
11
日
、プ
ラ
ザ
西
伯
を
会
場
に
、平
成
26
年
度
南
部
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
145
人
（
男
76
人
・
女
69
人
）、
式
に
は
102
人
が
出
席
し
、
大
人
と

し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

　
式
は
２
部
形
式
で
行
わ
れ
、
第
１
部
の
式
典
で
は
、
始
め
に
坂
本
町
長
が
新
成
人
を
祝
福

し
、
来
賓
や
恩
師
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
第
２
部
の
新
成
人
の
集
い
は
、
今
年
の
新
成
人
10
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
、
企
画
・
進
行
を
全
て
手
掛
け
ま
し
た
。「
こ
の
道
を
歩
こ
う
！
〜
あ
り
が
と

う
を
胸
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
と
、
森
田
さ
や
か
さ
ん
を
招
い
て

の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
音
楽
を
通
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
集
う
仲
間
と
の
つ
な

が
り
を
改
め
て
確
認
し
、
大
人
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

特
集
１ 



新成人誓いの言葉 

◆選挙の投票に行く。 

◆自分の行動に責任を持つ。 

◆自分のことより、まずは親孝行！！ 

◆報恩謝徳。 

◆早く結婚する！！（24までに） 

◆大切な人を守れる強い男になる。 

◆あらゆる出会いを大切にし、何にでも挑戦して様々な 

　ことを経験したい。 

◆今まで支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを忘れず、 

　人のため、社会のために貢献する。 
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新成人誓いの言葉 

 

新成人代表 

木村　隼也さん 

 

　私たちは、これから一人の大人として、

社会の一員として生きていきます。自分の

ことだけでなく、仲間のこと、会社のこと、

地域のこと、そしてやがては大切な家族の

こと、様々に関わりを広げて行くことにな

ります。その中で、南部町に残る者、外に

出て行く者、それぞれだと思いますが、私

たちのふるさとはいつまでたっても、どこ

にいてもこの南部町です。どのような形で

あろうとも、大人としての自覚を持ち、責任

ある社会人として私たちを育ててくれたこ

の南部町に、少しでも貢献していきたいと

思います。（一部抜粋） 

じゅん や 

特集１　南部町成人式 
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過去３年の国保医療給付費 

過去３年の１人当たりの国保医療給付費 

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ 

み
な
さ
ん
の
健
康
と 

　
　
　
医
療
を
守
る
国
保 

  

　
本
町
の
平
成
25
年
度
の
国
保
医
療
給
付
費

（
注
１
）
は
約
10
億
円
（
図
１
参
照
）、
国
保

の
被
保
険
者
数
は
平
均
で
２
，
８
８
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
図
２
は
、
本
町
の
過
去
３
年
の
１
人
当
た

り
の
医
療
給
付
費
の
状
況
で
す
。
平
成
25
年

度
の
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
年
間
医
療
給

付
費
は
３
４
７
，
２
１
５
円
（
前
年
度
比
５
．

５
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
図
２
を
み
る
と
、
１
人
当
た
り
の
医
療
給

付
費
が
２
年
で
約
５
万
円
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
医
療
給
付
費
な
ど
が

増
加
す
る
と
、
被
保
険
者
の
国
保
税
の
負
担

も
増
加
し
ま
す
。 

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
が
、
医
療
費
の
節
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
心
が
け
て
い
た
だ
き
た

い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
注
１
）医
療
費
の
内
、
国
保
支
払
分 

   

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

は
、
効
き
目
や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
い
る

お
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
主
成
分
が
同
一
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
審
査
さ
れ
、
製
造
・
販
売

さ
れ
て
い
る
お
薬
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
医
療
費
が
軽

減
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医

の
医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

    

　
同
じ
病
気
で
同
時
に
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
る
こ
と
を
、
重
複
受
診
と
い
い
ま
す
。

医
療
機
関
を
紹
介
な
く
変
更
す
る
と
、
そ
の

都
度
初
診
料
が
か
か
り
、
医
療
費
の
増
加
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
何
度
も
検
査
や
処
置
・

投
薬
な
ど
を
行
う
の
で
体
に
も
負
担
が
か
か

り
ま
す
。 

　
日
頃
か
ら
、
医
療
の
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

え
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

   

　
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ま
た
万
が
一

の
病
気
を
早
期
発
見
し
早
期
治
療
す
る
た
め

に
も
、
年
に
１
回
は
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

　
本
町
の
国
保
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
健
康
診
査
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
血
圧
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
大

半
は
、
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
何
と
も

な
い
か
ら
」
と
健
診
を
受
け
ず
に
い
る
と
、

知
ら
な
い
間
に
体
の
中
の
血
管
が
傷
ん
で
い

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
健
診
は
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
、
と
て

も
良
い
機
会
で
す
。
必
ず
毎
年
受
診
を
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

増え続ける 
医療費！ 

１
人
当
た
り
の
国
保
医
療
給
付
費
が
高
額 

活
用
し
て
い
ま
す
か
？ 

　  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
！ 

重
複
受
診
を
や
め
て 

  

か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
！ 

「
治
療
」の
前
に「
予
防
」を
し
よ
う
！ 

特集２　みなさんの健康と医療を守る国保 

H23年度 H24年度 H25年度 

H23年度 H24年度 H25年度 

（南部町） 

（南部町） 



西伯病院だより 西伯病院 ℡66－2211（代表） http://www.saihaku-hospital.com/
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平
成
27
年
度
　
看
護
奨
学
生
募
集 

　
西
伯
病
院
で
は
、
平
成
27
年
度
の
看
護

師
育
成
奨
学
金
の
貸
付
を
希
望
さ
れ
る
看

護
学
生
、
ま
た
は
看
護
学
生
を
目
指
し
て

い
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
将
来
、
看
護
師

免
許
取
得
後
に
西
伯
病
院
に
就
職
さ
れ
た

場
合
に
は
、
奨
学
金
返
還
免
除
を
す
る
規

定
も
あ
り
ま
す
。 

　
貸
付
を
希
望
さ
れ
る
方
、
関
心
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
西
伯
病
院
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
応
募
期
限
／
２
月
27
日
（
金
） 

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
南
部
町
国
民
健
康
保
険
西
伯
病
院
　 

　
電
　
話
　
６
６-

２
２
１
１ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６
６-

４
０
１
２ 

ボランティア団体のご紹介 

健
康
講
座
の
ご
案
内 

■
日
　
　
時
／
２
月
17
日
（
火
） 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜 

■
場
　
　
所
／
西
伯
病
院
地
域
交
流
ホ
ー
ル 

■
講
　
　
師
／
木
村
　
修
院
長 

■
講
演
内
容
／
加
齢
に
よ
る
カ
ラ
ダ
の 

　
　
　
　
　
　
変
化
と
予
防 

いつもお世話に 
なっています！ 西伯病院では、多くのボランティアのみなさんにお世話になっています。患者様

が笑顔や安らぎ、癒しなどを得ることができるよう、様々な活動をしていただい

ています。 

　郷土の歴史を知ること、伝えていくこと、仲間づくりと地域ボランティ

ア活動に積極的に参加することを掲げ活動されている米子市のグループで

す。数ヶ月に１回、重度認知症デイケアでお話をしていただいています。 

　今年度は『季節の暮らしの歳事』、『法勝寺電車』、『昔の子どもの遊び』

について、スライドを使いお話をしてもらいました。利用者様はいつも関

心高く、真剣な表情で集中してスライドを見ながら聞いておられます。 

西伯病院職員ＯＢのみなさん 

　西伯病院を退職さ

れたみなさんに、病

院の草刈り、ガーデ

ンテラスの清掃な

ど、環境整備でお世

話になっています。

毎年恒例の作業になっています。 

右端が米田さん 

ひまわり会（代表：三好次子さん） 

　大正琴を演奏

される南部町の

グループです。 

　２ヶ月に１回、

病棟で演奏をし

ていただいてい

ます。昔ながらの心なごむ演奏を聴き、笑顔にな

る患者様、涙される患者様がおられます。たくさ

んの患者様が演奏を心待ちにされています。 

み　よしつぎ　こ 

精神科デイケア　書道教室（須山栄子さん） 

　１ヶ月に１回、書道

教室をしていただいて

います。書道だけでな

く、絵手紙の作成など

も指導してくださって

います。利用者様はこ

のプログラムを楽しみにされているようで、どな

たも熱心に取り組まれています。 

す　やまえい　こ 

通所リハビリでの活動（米田克子さん） 

　週に１度、

通所リハビリ

に来ていただ

いています。 

　利用者様と

の年齢も近く、

利用者様にと

って身近で親しみやすい存在となっています。一

緒にお話や、手芸などをしてくださっています。 

よね　だ　まさ　こ 

郷土の歴史を知る会（会長：持田薫さん） 
もち　だ　かおる 



■
認
知
症
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力

　
の
低
下
し
て
い
る
方
、
将
来
的

　
に
心
配
な
方
を
支
援
し
ま
す 

　
現
在
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力

が
低
下
し
て
、
財
産
の
管
理
や
日
常

生
活
上
の
契
約
な
ど
に
不
安
の
あ
る

方
に
対
し
、
左
記
の
制
度
を
紹
介
し

た
り
、
利
用
手
続
き
の
支
援
等
を
し

ま
す
。 

 

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業 

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
、
日
常
的

な
金
銭
管
理
の
援
助
な
ど
の
本
人
の

自
己
決
定
を
支
え
る
た
め
の
支
援
を

す
る
事
業
で
す
。 

〈
主
な
支
援
内
容
〉 

〇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助 

　
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
や
、
手
続

　
き
方
法
、
利
用
に
つ
い
て
の
助
言 

〇
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス 

　
公
共
料
金
や
家
賃
な
ど
生
活
に
必

　
要
な
支
払
い
や
生
活
費
等
の
預
貯

　
金
の
払
い
戻
し
、
預
け
入
れ
な
ど

　
の
支
援 

〇
書
類
等
預
か
り
サ
ー
ビ
ス 

　
預
貯
金
通
帳
や
権
利
証
、
実
印
な

　
ど
大
切
な
書
類
の
預
か
り
、
保
管 

 

●
成
年
後
見
制
度 

　
本
人
に
代
わ
っ
て
、
契
約
や
財
産

管
理
を
す
る
制
度
で
す
。 

〈
主
な
支
援
内
容
〉 

〇
財
産
管
理 

　
年
金
や
資
産
な
ど
本
人
に
必
要
な

　
財
産
を
維
持
・
管
理 

 

〇
身
上
監
護 

　
入
院
・
入
所
手
続
き
や
費
用
支
払
い
、

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
手
続
き 

　
そ
の
他
、左
記
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
任
意
後
見
制
度 

　
将
来
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
判
断

能
力
が
衰
え
た
場
合
に
備
え
て
、
あ

ら
か
じ
め
代
理
人
（
任
意
後
見
人
）

を
決
め
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

■
高
齢
者
虐
待
を
防
止
し
ま
す 

　
本
人
、
養
護
者
（
介
護
者
）
、
周

囲
の
人
か
ら
の
高
齢
者
虐
待
に
つ
い

て
の
通
報
・
相
談
を
受
け
た
場
合
、

他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
高
齢
者

の
権
利
を
守
り
ま
す
。 

　
法
律
で
は
、
虐
待
に
気
づ
い
た
人

は
市
町
村
へ
の
通
報
義
務
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
早
期
に
発
見
し
、
専

門
機
関
が
関
わ
る
こ
と
で
、
虐
待
の

深
刻
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

虐
待
を
発
見
し
た
り
、
虐
待
が
あ
る

と
思
わ
れ
た
時
は
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

※
通
報
者
が
誰
で
あ
る
か
等
の
個
人

　
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。 

 

　
養
護
者
（
介
護
者
）
が
介
護
に
よ

り
心
身
と
も
に
疲
労
し
、
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
虐
待
の
原
因
の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
虐
待
を
し
た
介
護
者
に
対
し
て
も
、

介
護
の
負
担
や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
り
、

情
報
を
提
供
し
ま
す
。 

 

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
よ
る
被

　
害
を
防
止
し
ま
す 

　
高
齢
の
方
を
狙
っ
た
金
融
・
保
険

商
品
の
電
話
勧
誘
・
販
売
、
悪
質
な

訪
問
販
売
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
あ
や
し
い
電
話
や
身
に
覚
え

の
な
い
商
品
が
届
い
た
場
合
な
ど
、

す
ぐ
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

※
健
康
福
祉
課
・
南
部
地
域
包
括
支

　
援
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
専
門
の
相

　
談
先
が
あ
り
ま
す
。 

 【
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
　  

専
門
相
談
先
】 

▼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
３
４
‐
２
６
４
８ 

▼
町
民
生
活
課（
天
萬
庁
舎
内
） 

　
　
　
　
　
　
　
６
４
‐
３
７
８
１ 

専
門
相
談
員
出
張
日 

《
日
時
》毎
週
第
２
火
曜
日 

　
　
　
午
前
９
時
〜
12
時 

《
場
所
》天
萬
庁
舎
　
町
民
生
活
課 

 

すこやかだより 
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健
康
福
祉
課
・
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
権
利
を
守
る（
権

利
擁
護
）
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で 

 

安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に 

高
齢
者
の
方
の
権
利
を
守
る
『
権
利
擁
護
』
を
ご
存
知
で
す
か 
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集
ま
れ
！
わ
ん
ぱ
く
リ
ー
ダ
ー
塾 

ジ
ュ
ニ
ア
県
展
　
南
部
町
か
ら
多
数
入
賞
〜
県
展
作
品
展
開
催
〜 

　
南
部
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
で
は
、

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
考
え
方

や
態
度
を
養
い
、
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
、
毎
年
２
回
の
リ
ー
ダ
ー

塾
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
小
学
校

５
・
６
年
生
、
中
・
高
校
生
が
、
子
ど
も
た
ち

の
『
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
』
と
し
て
参
加

し
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
も
夏
休
み
に
第
１
回
を
開
催
し
、

20
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２

回
目
は
春
休
み
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
人
や
雄
大
な
自
然
と
触
れ
合
う

中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
人
と
し
て
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

平
成
26
年
度 

第
２
回
わ
ん
ぱ
く
リ
ー
ダ
ー
塾 

 

■
日
に
ち
／
３
月
25
〜
26
日（
一
泊
二
日
） 

■
場
　
所
／
県
立
大
山
青
年
の
家 

■
対
　
象
／
町
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生 

※
中
学
生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

■
参
加
費
／
１
，
０
０
０
円
（
予
定
） 

※
詳
し
い
ご
案
内
、
申
し
込
み
等
に
つ
い
て

　
は
、
２
月
下
旬
に 

　
学
校
を
通
し
て
お 

　
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
鳥
取
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会
（
ジ
ュ
ニ
ア
県
展
）
で
、
南
部
町
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
が
入

賞
・
入
選
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
天
萬
庁
舎
及
び
南
部
町
公
民
館
さ
い
は
く
分
館
で
展
示
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
今
回
南
部
町
か
ら
は
、
９
点
が
入
賞
（
知
事
賞
３
点
、
教
育
長
賞
３
点
、
奨
励
賞
３
点
）、
33
点

が
入
選
し
ま
し
た
。 

【
展
示
予
定
】 

●
天
萬
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー 

　
　
　
　
　
２
月
17
日
〜
26
日 

●
南
部
町
公
民
館
さ
い
は
く
分
館 

　
　
　
　
　
２
月
28
日
〜
３
月
８
日 

第1回わんぱくリーダー塾の様子　 

キャンプフャイヤー（上）・沢登り（下） 

知事賞《写真》はにかむ友だち 

石原千咲紀（会見小２年） 
いしはら　ち　さ　き 

知事賞《書写》ふじ 

西田渚紗（西伯小２年） 
にし　だ　なぎ　さ 

知事賞《写真》 

盆休み「おばあちゃんあそびにきたよ」 

遠崎青空（会見小６年） 
えんざきあおぞら 



こんにちは！ 
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臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ 

　
町
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
シ
ス

テ
ム
の
更
新
と
蔵
書
点
検
の
た
め
、

左
記
の
期
間
中
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
休
館
中
の
返
却
は
、
法
勝
寺

図
書
館
、
天
萬
図
書
館
、
西
伯
病
院

玄
関
の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

《
休
館
期
間
》 

３
月
18
日（
水
）〜
23
日（
月
） 

※
詳
し
く
は
広
報
な
ん
ぶ
３
月
号
で
ご
案 

　
内
し
ま
す
。 

本
の
返
却
に
つ
い
て 

　
年
末
の
大
掃
除
な
ど
で
、
図
書
館
の

本
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
方
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
あ
り
ま
し
た
ら
早
め
に
図
書

館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。 

　
町
立
図
書
館
で
は
、
返
却
期
限
が
過

ぎ
て
も
返
却
さ
れ
て
い
な
い
本
が
あ
る

場
合
に
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
借
り
ら
れ
た
本
等
を
紛
失
、

汚
破
損
な
ど
さ
れ
た
場
合
は
、 

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
へ 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

２月の行政書士無料相談会 

■日 に ち／２月18日（水） 

■時　　間／午前10時～午後１時 

　　　　　　法勝寺図書館２階 

■相談内容／相続・遺言・クーリングオフ 

　　　　　　など 

※予約不要　　※秘密厳守 

■主　　催／鳥取県行政書士会 

■共　　催／南部町立図書館 

 

２月のおはなし会 

■日にち／２月22日（日） 

■時　間／午前10時30分～ 

■場　所／天萬図書館　おはなしの部屋 

■内　容／あたたかくなるお話 

　　　　　手あそび、わらべうた 

 

 

 

 

 

 

おはなしぽっぽ 

大人のためのおはなし会 

　今回は主にアジアを舞台にしたお話を語り

ます。詳しくはポスターやチラシでご案内し

ますので、ぜひお出かけください。 

■日時／３月７日（土）午後７時30分～ 

■場所／天萬図書館・絵本コーナー 

■内容／語り、朗読、手話ソングなど 

■主催／おはなしぽっぽ 

　　　（町内のおはなしグループ） 

【問い合わせ先】 

　南部町立天萬図書館　　６４－３７９１ 

昨年のおはなし会 

発
見
！
必
見
！
地
域
の
宝 貸出もできますのでカウンターへ 

お申し出ください　　　　　　　 

　
町
立
図
書
館
で
は
、
南
部
町
に
関
係

す
る
様
々
な
資
料
（
本
、
行
政
資
料
、

Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）
を
収
集
し
保
存

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料

の
中
か
ら
、
最
近
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

―
ふ
る
さ
と
再
発
見
の
一
冊
― 

　
南
部
の
里
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス 

小
倉
　
勇
／
原
著
　
有
元
勝
也
／
解
説 

　
南
部
町
内
を
１
日
、

５
ル
ー
ト
32
便
と
ス
ク

ー
ル
バ
ス
２
便
が
走
る「
ふ

れ
あ
い
バ
ス
」
。
平
成
16

年
８
月
１
日
か
ら
運
行

を
開
始
し
た
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
は
、
町
民
の
大
切
な
公

共
交
通
機
関
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
本
に
は
、「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
運
行
に
至
る
行
政
へ

の
報
告
、
説
明
資
料
と
平
成
16
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
運
行
状
況
が
ま
と
め
ら
れ
、
貴
重
な

地
域
資
料
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

お
　

ぐ
ら
　
　

い
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
も
と
か
つ
　

や 
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伝
統
行
事
を
学
ぼ
う 

　
　
　
　
〜
し
め
縄
づ
く
り
教
室
〜 

 

　
12
月
21
日
に
、
天
津
子
ど
も
育
成
会
主
催

の
し
め
縄
づ
く
り
教
室
を
し
ま
し
た
。 

　
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事
を
後

世
に
伝
え
た
い
…
と
い
う
思
い
で
は
じ
ま
っ

た
こ
の
行
事
も
、今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
講
師
の
潮
さ
ん
に
、
わ
ら
の
選
び
方
か

ら
、
叩
き
方
、
編
み
方
、
飾
り
付
け
の
仕
方

な
ど
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、み
ん
な
思
い

思
い
の
し
め
縄
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
し
め
縄
を
玄
関
に
飾
っ
て
も
ら
い
、

よ
い
新
年
が
迎
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

東
西
町
文
化
の
伝
承
を
込
め
た 

　
　
と
ん
ど
さ
ん
と
新
年
会
を
開
催 

 

　
１
月
11
日
、
朝
８
時
か
ら
と
ん
ど
さ
ん
を

行
い
ま
し
た
。 

　
新
企
画
の
「
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
て
幸
運

(

み
か
ん)

を
つ
か
も
う
」と
題
し
た
ゲ
ー
ム
に
、

チ
ビ
ッ
コ
も
大
人
も
大
張
り
切
り
。
ぜ
ん
ざ

い
に
も
長
蛇
の
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。 

　
同
日
の
11
時
か
ら
新
年
会
を
開
催
。
東
西

町
50
周
年
を
４
年
後
に
控
え
、
創
成
期
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
初
お
披
露
目
の
即
席
漫
才
に
会
長
も
参
加
、

出
席
者
か
ら
温
か
い
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。 

　
年
々
出
席
者
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
役
員
の
思
い
の
入
っ
た
企
画
で
、
た

く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

天
　
津 

東
西
町 

９組が日ごろの成果を発表 
外国語スピーチ発表会開催 

　１月17日に「第18回外国語スピーチ発表会（南部町

国際交流協会主催）」が総合福祉センターいこい荘で行

われ、町内の中学生や英会話教室、韓国語教室の皆さ

んなど９組が、日頃勉強している成果を英語・中国語・

韓国語・ドイツ語で思い思いに発表しました。 

　またゲスト発表として、法勝寺中学校英語指導助手

のカーナー・コリンズさんが、日本の生活などについ

て話され、最後に「（学んだ言語を）恥ずかしがらずに

大きな声で話した方が上達します」とアドバイスされ

ました。 

防災への思い新たに 
平成27年南部町消防出初式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　１月11日に農業者トレーニングセンターで、公設消

防団員・自衛消防団員合わせて227名が集結し、平成

27年南部町消防出初式が行われました。 

　式典では、平時より消防活動に功績のあった団員に

対し、町長及び団長から表彰状の授与が行われ、終了後、

分列行進、小松谷川に場所を移し一斉放水を行い、日

頃の訓練の成果を披露しました。 

　消防団員は常日頃から、南部町の安全・安心のため

に昼夜を問わず日々活動しています。新年を迎え、決

意新たに一層地域に根付いた消防活動を行っていきます。

今後とも、皆さんのご協力をよろしくお願いします。 

う～ん、難しいなぁ～ 立派なしめ縄完成！ 

新年会で初披露の即席漫才 

竹とんぼを飛 

ばして幸運を 

つかもう 

一
斉
放
水
の
様
子
 

ス
ピ
ー
チ
を
行
う
亀
尾
明
花
さ
ん（
法
勝 

寺
中
）。
タ
イ
ト
ル
は
「M

y D
ream

〜
将 

来
の
夢
〜
」 

か
め
　

お
　

は
る
　

か
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国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

お
送
り
す
る
納
付
案
内
書
等
に
よ
り
、
毎
月

の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万
一

の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
の
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
口
座
振
替
に
し
て

お
く
と
、
毎
月
納
め
に
行
く
時
間
と
手
間
が

か
か
ら
ず
便
利
で
安
心
で
す
。 

　
ま
た
、
口
座
振
替
の
な
か
に
は
割
引
の
あ

る
お
得
な
振
替
方
法(

早
割
・
一
年
前
納
・
半

年
前
納)

も
あ
り
ま
す
。 

　
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
方
法
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関

ま
た
は
日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所
、

役
場
町
民
生
活
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】 

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所 

　
電
話
　
３
４
‐
６
１
１
１ 

南
部
町
役
場（
天
萬
庁
舎
内
）町
民
生
活
課 

　
電
話
　
６
４
‐
３
７
８
１ 

南
部
町
若
者
向
け
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

■
住
宅
の
詳
細 

●
住
　
　
所
　
南
部
町
福
成
２
２
９
６-

５ 

●
団

地

名
　
メ
ゾ
ン
福
成 

●
募
集
戸
数
　
２
戸 

●
建
築
年
度
　
平
成
26
年 

●
構
　
　
造
　
鉄
骨
２
階
建 

●
部

屋

数
　
２
Ｄ
Ｋ 

●
家
賃
月
額
　
２
０
，
０
０
０
円 

■
入
居
者
の
資
格 

●
平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、 

・
35
歳
以
下
の
単
身
の
方 

・
ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は
両
方
が
35
歳
以
下

　
の
夫
婦 

・
35
歳
以
下
で
子
の
い
る
方 

●
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方 

●
申
請
者
の
平
成
25
年
の
所
得
が
１
２
５
万

　
円
以
上
で
あ
る
こ
と 

●
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と 

●
地
元
（
谷
川
区
）
の
区
民
と
な
り
、
そ
の

　
ル
ー
ル
に
従
い
、
行
事
な
ど
に
積
極
的
に

　
参
加
で
き
る
方 

 

■
入
居
期
間
　
５
年
間
以
内 

■
申
込
受
付
期
間
及
び
場
所 

　
２
月
６
日（
金
）〜
２
月
20
日（
金
）の
間 

　
南
部
町
法
勝
寺
３
７
７
‐
１ 

　
南
部
町
役
場
建
設
課 

■
申
込
に
必
要
な
書
類 

・
住
宅
申
込
書 

・
住
民
票
（
入
居
す
る
家
族
全
員
） 

・
収
入
に
関
す
る
証
明
書 

・
納
税
証
明
書 

・
誓
約
書 

■
入
居
選
考
方
法 

　
書
類
を
審
査
し
、
入
居
決
定
者
に
通
知
し

　
ま
す
。
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

　
抽
選
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
） 

■
入
居
可
能
予
定
日 

　
平
成
27
年
３
月
20
日（
金
）以
降 

【
申
込
先
】南
部
町
役
場
建
設
課（
法
勝
寺
庁
舎

内
）担
当
‥
畑
岡 

　
電
話
　
６
６
‐
３
１
１
５ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
６
６
‐
４
４
２
６ 

教育委員長が交代 
　平成13年10月から13年２ヶ月にわたり、

教育委員を務められた毎川秀巳さんが、任期

満了で退任されました。ありがとうござい

ました。 

新教育委員長に佐藤眞弓さん、　 
新教育委員に井上憲司さんが就任 
 

 

 

 

 

 

　教育委員長に佐藤眞弓さん、教育委員に

井上憲司さんが就任されました。井上委員

の任期は平成26年12月８日から４年間です。 

《異動後の委員構成は以下の通りです》 

　　●教育委員長　　　　佐藤　眞弓 

　　●委員長職務代行　　細田　葉子 

　　●委員　　　　　　　森岡　紀子 

　　●委員　　　　　　　井上　憲司 

　　●教育長　　　　　　永江　多輝夫 

まいかわひで　み 

いのうえけん　じ 

さ　とう　ま　ゆみ 

　
町
で
は
少
子
化
対
策
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
若
者
の
移
住
を
後
押
し
し
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進 

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
若
者
向
け
住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
。 

　
内
容
は
左
記
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
主
旨
等
を
ご
理
解
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 
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平成25年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要 
　平成25年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が66億2,473万円、歳出総額が65億7,048万円 

となり、歳入から歳出を差し引いた5,425万円は翌年度に繰り越しました。 

※表中の決算額は万円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 

市町村別の内訳は次のとおりです。 歳入区分 決算額 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国庫支出金 

県支出金 

財産収入 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

組合債 

合計 

51億8,782万円 

5,158万円 

4,868万円 

2,874万円 

522万円 

1億7,741万円 

5,957万円 

8,861万円 

9億7,710万円 

66億2,473万円 

歳出区分 

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

消防費 

教育費 

公債費 

合計 

決算額 

62万円 

2億353万円 

8,616万円 

20億9,929万円 

35億8,964万円 

216万円 

5億8,907万円 

65億7,048万円 

28億4,226万円 

6億5,960万円 

1億1,478万円 

4億5,806万円 

3億4,171万円 

3億5,006万円 

1億7,317万円 

1億2,789万円 

1億2,030万円 

米子市 

境港市 

日吉津村 

大山町 

南部町 

伯耆町 

日南町 

日野町 

江府町 

歳 出 

教育費0.0％ 

公債費9.0％ 
議会費0.0％ 

総務費3.1％ 

民生費1.3％ 

衛生費32.0％ 

消防費54.6％ 

歳 入 

分担金及び負担金 
78.3％ 

使用料及び 
手数料0.8％ 

国庫支出金 
0.7％ 

財産収入 
0.1％ 

県支出金 
0.4％ 

繰入金2.7％ 繰越金0.9％ 諸収入1.3％ 

組合債14.8％ 

小さな掛金・大きな補償 スポーツ安全保険 

750万円 500万円 11,000円 

1,800円 

1,800円 

4,000円 

1,000円 600万円 900万円 

4,000円 

3,000万円 2,000万円 

2,000万円 3,000万円 800円 

1,850円 

入院(日額)
後遺症害 
(最高)

賠償責任保険（免責金額なし）：身体・財物賠償合算1事故5億円　ただし身体賠償は1人1億円限度 

突然死葬祭費用保険：突然死（急性心不全、脳内出血等）葬祭費用　支払い限度額180万円 

1,500円 

1,000円 

1,500円 

傷　害　保　険（保険金額） 

通院(日額)

1,000円 

年間掛金 

(1人当たり) 死　亡 
加　入　対　象 

●危険度の高いスポーツ活動 

●65歳以上のスポーツ活動 

●こども（中学生以下） 

●大人の文化･ボランティア・地域活動 

　（16歳以上） 

●大人のスポーツ活動（16歳以上） 

〒680-0944　鳥取市布勢146-1　電話（0857）28-1288

対象となる事故　★グループ活動中の事故　★往復中の事故 

保　険　期　間　平成27年4月1日午前0時より 

　　　　　　　　平成28年3月31日午後12時まで 

※団体活動を行う5名以上の方々でご加入ください。 

スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動に最適な保険です。 
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
南
部

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
農
業
部

門
の
徳
林
亜
美
で
す
！ 

　
私
は
農
業
で
の
地
域
振
興
、

ご
年
配
の
方
々
の
作
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
、
お
い
し
い
野
菜
を

集
め
て
販
売
す
る
「
庭
先
集

荷
」
と
い
う
取
り
組
み
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
南
部
町
に
移
住
し
て
か
ら
、

四
季
を
す
べ
て
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
毎
日
移
り
変
わ
る

景
色
は
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い

輝
き
を
感
じ
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
る
こ
と
、

「
庭
先
集
荷
」
を
知
っ
て
貰
う

為
に
走
っ
た
１
年
で
し
た
が
、

今
年
は
も
う
１
ス
テ
ッ
プ
上
が

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

《
今
年
の
目
標
》 

①
庭
先
集
荷
の
実
施 

②
野
菜
の
栽
培
勉
強
会
と 

　
視
察 

③
加
工
品
作
り
の
研
修 

④
販
売
研
修 

⑤
「
な
ん
ぶ
フ
ァ
ー
ム
」
を
作

　
り
、農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
の

　
実
施
と
野
菜
販
売
の
計
画 

 

　
今
年
も
学
び
の
多
い
１
年
と

な
り
そ
う
で
す
！
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
♪ 

今
年
の
５
大
目
標
！ 

   

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
発
注
す
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、組
合
を
組
織
す
る
市
町
村

（
米
子
市
、
境
港
市
、
日
吉
津
村
、
大

山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日
南
町
、

日
野
町
、
江
府
町
）
の
い
ず
れ
か
で
、

指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を

有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
入
札
参
加
資
格
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、組
合
の

入
札
案
件
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.tottori-seibuk

oik
i.jp/

）

に
て
公
表
さ
れ
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】鳥
取
県
西
部
広
域

行
政
管
理
組
合
事
務
局
総
務
課
入
札

財
政
係
　
　
２
２
‐
７
７
２
２ 

   

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

に
加
入
さ
れ
た
方
で
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
さ

れ
て
い
て
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加

入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各

種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職

金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
、
出
来
得
る
限
り
の
範
囲
に
お

い
て
、
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支

部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部 

　（
０
３
）６
７
３
１
‐
２
８
８
７ 

   

■
日
時
／
３
月
14
日
（
土
） 

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

※
受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

■
場
所
／
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル 

■
内
容
／
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相

　
談
、
土
地
・
建
物
の
表
示
に
関
す

　
る
登
記
に
、
土
地
家
屋
調
査
士
が

　
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】鳥
取
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
事
務
局
　
　（
０
８
５
７
）

２
２
‐
７
０
３
８ 

入
札
参
加
資
格
及
び 

入
札
案
件
公
表
に
つ
い
て 

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が 

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

土
地
境
界
に
関
す
る
無
料
相
談
会 

中学生の『税に関する標語』 
６点が入賞  

　税についての関心を高め納税意

識の高揚を図ることを目的に、南

部町合併10年を機に『税に関する

標語』を町内の中学生から募集し

ました。入賞作品、入賞者は次の

皆さんです。（敬称略） 

《最優秀賞》 

考えよう　税の未来が　できること 

　　千代　悠人（法勝寺中３年）　 

《優秀賞》 

税金は　皆の夢の　大きな種 

　　秦　香之（法勝寺中２年）　 

税金は　みんなのくらし　支えてる 

　　秦　千陽（法勝寺中２年） 

いい環境　未来をつくろう　税金で 

　　米原　由惟（南部中２年） 

今のため　未来のためにも 

　　　　　　　　　納税しよう 

　　小早川　梨子（南部中２年） 

税金を　かしこく使って　良い町へ 

　　　橋　玲奈（南部中１年）　 

 

※応募総数144人・240作品 

　ち　しろ　　はる　と 

 

 

はた　　　こ　ゆき 

 

はた　　　ち　はる 

 

よねはら　　　ゆ　い 

 

 

　こ　ばやかわ　　　り　こ 

 

たかはし　　　れ　な 

《
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
　
つ
・
ぶ
・
や
・
き
》 

徳
林
　
亜
美 

の　の　うえ とくばやし 

お正月は仲間たちと赤猪岩神社

へ初もうでに行きました。猛吹

雪で寒かったですが、ご祭神様

のオオクニヌシのご利益を頂け

たような気がします。 

帰りがけには山本宮司にもお会

い出来ました。 
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※届け出時に広報への掲載を同意された方のみ載せています 

12月16日～１月15日届出分　（敬称略） 

対　象 日時（受付時間） 会　場 

２月27日（金） 

13:00～13:30

4, 7, 10, 12ヶ月

の乳児　　　　 
乳 児 健 診  

健康管理セン

ターすこやか 

元気サポート【問い合わせ先】健康福祉課　66-5524

相談会及びつどい　※予約不要 

■すこやか乳幼児相談 

　３月11日（水）　受付時間9:00～10:00　子育て総合支援センターのびのび 

■認知症の方の家族のつどい 

　２月20日（金）　10:00～12:00　健康管理センターすこやか 

5,364人 

6,011人 

11,375人 

3,901世帯 

　－ 9　人　 

　－22　人　 

　－13　人　 

　－ 1　世帯 

男 

女 

計 

世帯数 

人　口 　前月比　 

12月31日現在 

氏　名　　　　保護者　　  住　所 

　　まつうら　　　こころ　　　　あつ　お　　え　り 

◎松浦　心桜　（敦男・恵里）　鴨　部 

2月の税金・使用料 

納付期限 ３月２日（月） 

・固定資産税 

・国民健康保険税 

・後期高齢者医療保険料 

・下水道使用料 

税金・使用料のお支払いは「便利・安心・ 

確実な」口座振替をぜひご利用ください 

・公営住宅家賃 

・学校給食費 

・保育料 

労働保険に入っていない経営者に人を雇う資格はありません 
　業務中に社員が災害にあった場合、労働保険に入っていな

いと、想像以上の負担が会社に掛かる可能性があります。 

　加入手続きをされていない事業主の方は、速やかに手続き

をしましょう。詳しくは鳥取労働局または最寄りの労働基準

監督署・ハローワークにおたずねください。 

【連絡先】 鳥取労働局　労働保険徴収室　（0857）29‐1702

ご存知ですか？筆界特定制度 
　筆界特定制度は、土地の所有者として登記されている人な

どの申請に基づいて、筆界特定登記官が外部専門家である筆

界調査委員の意見を踏まえて、現地における土地の筆界の位

置を特定する制度です。この制度を活用することによって、

公的な判断として筆界を明らかにできます。詳しくは、鳥取

地方法務局筆界特定室におたずねください。 

【問い合わせ先】 鳥取地方法務局登記部門筆界特定室 

　　　　　　　 　（0857）22‐2258

２月13日（金） 

３月６日（金） 

町外入園児 

つくし保育園 

つくし保育園 

Ｈ21.4.2～Ｈ22.4.1生 

※対象のお子さんには個別通知しています 

５歳児健診 

氏　名　　　 年  齢　　　　住　所 
　　ふか　だ　　　ともひさ 

●深田　倶久　　89歳　　　絹　屋 
　　わたなべ　　じゅんいち 

●渡邉　順一　　72歳　　　　原 
　　よねはら　や　え　こ 

●米原八重子　　99歳　　　天　萬 
　　えんどう　　もとふみ 

●遠藤　元文　　85歳　　　上中谷 
　　かね　だ　　　ゆき　お 

●金田　幸夫　　78歳　　　掛　相 
　　いわ　た　　　ゆき　え 

●岩田　雪榮　　94歳　　　伐　株 
　　なか　だ　　さかえ 

●仲田　榮　　　82歳　　　天　萬 
　　　の　ぐち 

●野口いとの　　102歳　　　市　山 
　　えんどう　　ひさ　こ 

●遠藤　久子　　77歳　　　鴨　部 
　　　の　ぐち　　おり　こ 

●野口　織子　　100歳　　　鶴　田 
　　あか　い　み　さ　こ 

●赤井美佐子　　87歳　　　八　金 

南さいはく地域振興協議会　職員募集 
■募集職種／集落支援員、パート職員（各１名） 

■業務内容／協議会運営に係る事務処理および地域活動 

■資格要件／地域の活性化に熱意をもって活動できる方 

　　　　　　普通自動車運転免許取得者、パソコン（ワード・ 

　　　　　　エクセル）を使用できる方 

■雇用期間／平成27年４月１日～平成28年３月31日（延長有） 

■勤務地／両長田ふれあい会館内（南部町能竹394） 

※２月５日～20日までに履歴書（写真付）を添えて、下記ま

　でお申し込み下さい。 

【問い合わせ・申込先】南さいはく地域振興協議会事務局 

　　　　　　　　　　　６６－５１１５ 
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水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 
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なんぶSANチャンネル　　今月のオススメ番組 

２月11日～３月10日 ２月11日～３月10日 

　　西伯病院休診日　　　ふれあいバス運休日 

　　町立図書館休館日　　　総合福祉センターしあわせ休館日 

（スクールバス
のみ運行 ） 

〔図書館整理日〕 

地震や火災、豪雨による水害など、災害はいつ起こるかわかりません。各地域振興協議会や
集落では、災害に備えるための取り組みを行っています。地域によって住宅が密集している
ところ、ため池が多いところ等特徴も様々です。各地区の取
り組みから防災について考えます。 
【２・３月の主な番組予定】 
● ２月　９日～　こんにちはあかちゃん特集 
● 　　１６日～　コミュニティ・スクールだより〈会見小〉 
● 　　２３日～　保育園だより〈さくら保育園〉 
● ３月　２日～　各地区防災の取り組み（仮） 
他にも様々な番組を放送します。お楽しみに！ 地域振興協議会だより（東西町）より 



じげの食材を使って１品いかが？ 

節分にちなんで、たんぱく質が多く含まれている大豆を使った栄

養満点料理をご紹介。たんぱく質は人間の筋肉や内臓など体の組

織などを作っている成分で、生命維持に不可欠な重要な栄養素です。

さらに脳の機能が活発になる神経伝達物質アセチルコリンを生成

するので、認知症の予防に効果があるといわれています。 

【材料】（４人分）■1人当たり 155kcal・食塩相当量0.6g 

　煮大豆／150g　　人参／50g 

　ブロッコリー／100g　　玉ねぎ／50g 

　れんこん／100g 

　塩・こしょう／少々 

　オリーブオイル／適量 

　とろけるチーズ（ピザ用）／120g

煮大豆のチーズ寄せ 

【作り方】 

① 人参、玉ねぎ、れんこんは煮大豆に合わせた大きさに切

　 る。切ったれんこんは酢水につける。 

② ブロッコリーは小さめの小房に分け、茹でておく。 

③ フライパンにオリーブオイルを入れ、①の野菜を炒め、

　 玉ねぎが透明に透き通ったら、煮大豆と②を加え、さら

　 にしっかり炒め、塩こしょうを振り火を止める。 

④ ③をフライパンの中心に寄せ、チーズをのせて蒸し焼き

　 にし、出来上がり。 
【協力】南部町食生活改善推進協議会  
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私
の
成
人
式
の
思
い
出
の
歌
の
フ
レ
ー
ズ
で
す
。 

　
先
日
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の
実
行
委
員
の
が
ん

ば
り
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
成
人
式
で
あ
っ
た
と
評

判
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
仕
事
や
学
業
を
終
え
た
夜
や
土
日
に
天
萬
庁
舎
に

集
ま
り
、
企
画
を
練
り
、
練
習
を
重
ね
た
実
行
委
員

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。 

　
実
は
私
も
、
三
十
数
年
前
に
鳥
取
市
成
人
の
つ
ど

い
の
実
行
委
員
を
務
め
、
当
時
の
流
行
歌
手
（
？
）

森
田
公
一
と
ト
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
ン
を
招
い
て
、
「
青
春

時
代
」
を
大
合
唱
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

　
「
青
春
」
と
い
う
言
葉
を
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
二
十
歳
は
「
青
春
」
真
っ
只
中
で
あ
り
、

若
さ
を
頼
り
に
、
若
さ
ゆ
え
に
、
が
む
し
ゃ
ら
に
「
夢
」

に
向
か
っ
て
突
っ
走
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
塊
で
あ
る
こ

と
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
恩
師
や
友
人
と
、 

出
会
え
た
喜
び
と 

家
族
へ
の
感
謝
で 

満
面
の
笑
み
を
た 

た
え
る
成
人
の
顔 

を
思
い
浮
か
べ
な 

が
ら
、
当
時
の
写 

真
を
・・・
。 

リレー 
エッセイ 

20歳の大学生と木材加工実習の作品 

青
春
時
代
が
夢
な
ん
て 

　
あ
と
か
ら
ほ
の
ぼ
の
思
う
も
の
♪･･･ 

総
務
・
学
校
教
育
課
長
　
福
田
　
範
史 

ふ
く
　

た
　
　
　

の
り
ひ
と 

交流の拠点 
オープン！ 
交流の拠点 
オープン！ まちのえき まちのえき 

南部町観光協会・遠藤観光プロモーター（右）、梅林職員（左） 

水煮大豆（めぐみの里））を使用 

１月９日に法勝寺の南部町交流の館内（国道180号沿い）に

「まちのえき」がオープンしました。「まちのえき」には、
南部町観光協会が事務所を置き、観光案内や情報発信など

を行っています。遠藤誠観光プロモーターは、「南部町のに

ぎわいをここからつくり、人々の交流の拠点としたい」と

話しています。みなさんも、ぜひお立ち寄りください。 

西伯小学校前、 

まごころ市 

隣りです 



年賀状版画コンクール応募作品展 

2月2日(月)～3月30日(月) 

　板祐生を顕彰する目的で実施し、今回

で第16回となりました。町内の小・中

学校の児童・生徒作品をはじめ、全国か

ら応募がありました。様々な手法の版画

をご覧ください。 

クチベニタケ 
■
ク
チ
ベ
ニ
と
言
う
よ
り
は
… 

　
初
め
て
息
子
に
こ
の
キ
ノ
コ
を

見
せ
た
時
の
こ
と
で
し
た
。
た
ま

た
ま
２
つ
の
丸
い
小
さ
な
ク
チ
ベ

ニ
タ
ケ
が
、
仲
良
く
並
ん
で
生
え

て
い
た
の
で
す
。
頭
頂
部
の
胞
子

が
出
る
部
分
が
赤
く
な
っ
て
い

て
、
丸
さ
の
ラ
イ
ン
と
い
い
、
生

え
方
と
い
い
、
こ
れ
は
口
紅
と
い

う
よ
り
も
…
、
と
私
が
言
い
出
す

前
に
息
子
が
第
一
声
を
上
げ
ま
し

た
。「
お
っ
ぱ
い
み
た
い
！
」
こ
れ

を
聞
い
た
周
り
の
自
然
観
察
会
の

参
加
者
も
、
「
本
当
だ
！
」
「
な
る

ほ
ど
！
」
と
身
を
か
が
め
て
撮
影

会
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
で
本
名

の
ク
チ
ベ
ニ
タ
ケ
よ
り
も
、
勝
手

に
作
っ
た
「
オ
ッ
パ
イ
タ
ケ
」
の

名
の
方
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

  

■
色
々
調
べ
て
み
ま
し
た 

　
ク
チ
ベ
ニ
タ
ケ
は
、
町
内
で
は

馬
場
、
原
、
福
成
な
ど
広
葉
樹
が

生
え
て
い
る
森
の
際
で
、
普
通
種

と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

湿
っ
た
赤
土
や
真
砂
土
の
急
な
斜

面
に
生
え
る
傾
向
が
あ
り
、
平
た

い
地
面
で
見
か
け
た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
で
は
よ
く
見

ら
れ
る
種
類
で
す
が
、
地
球
レ
ベ

ル
で
は
分
布
が
狭
い
よ
う
で
、
外

国
の
キ
ノ
コ
研
究
者
が
見
た
ら
大

喜
び
す
る
と
い
う
情
報
も
あ
り
ま

し
た
。
似
た
形
で
、
主
に
ブ
ナ
林

で
見
ら
れ
る
ホ
オ
ベ
ニ
タ
ケ
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
別
種
か
同
種

か
ま
だ
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
図
鑑
で
は
、
夏
か
ら
秋

の
キ
ノ
コ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
が
町
内
で
得
た
記
録
で
は
、
雪

が
降
る
季
節
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

一
度
見
つ
け
た
ら
５
年
10
年
と
同

じ
所
で
観
察
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
ク
チ
ベ
ニ
タ
ケ
マ
ッ
プ
を
作

っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 

■
見
つ
け
た
ら
パ
フ
ッ
と
！ 

　
鮮
や
か
な
口
紅
を
見
せ
て
い
る

ク
チ
ベ
ニ
タ
ケ
を
見
つ
け
た
ら
、

ぜ
ひ
そ
の
丸
い
キ
ノ
コ
を
ふ
に
っ

と
押
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
中
身
が

成
熟
し
て
い
る
と
、
パ
フ
ッ
と
白

い
胞
子
が
飛
び
出
て
き
ま
す
。
自

然
遊
び
の
一
つ
と
し
て
、
た
だ
見

る
だ
け
で
な
く
触
れ
て
も
楽
し
め

る
森
の
小
さ
な
キ
ノ
コ
、
ぜ
ひ
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

        

自
然
観
察
指
導
員
　
桐
原
真
希 

城山公園にて　　　　　　　　　　　　　　　撮影：桐原真希 

押すと胞子が出る 

ポストのある風景－小笹慧写真展 

2月11日(水)～4月26日(日) 

　明治の末から採用された丸形ポスト

は、生活の中の風景になじんでいまし

た。今ではめずらしくなった丸形ポスト

の風景をとらえた、小笹慧氏の写真でお

楽しみください。 

お　ざささとし 


